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水 色 の 羽 根 募 金
「東日本大震災」で多くの漁業者が犠牲となられました。遺された子供たちへの育英資金にご協力をお願いします。

公益財団法人漁船海難遺児育英会

－みんなの愛で子供たちの未来を－
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全
国
い
か
釣
漁
業
協
議
会

（
Ｊ
Ｆ
全
い
か
協
、
大
久
保

照
享
会
長
）
は
１
日
、
小
型

イ
カ
釣
り
漁
業
者
の
経
営
安

定
と
操
業
継
続
を
求
め
る
要

望
書
を
水
産
庁
の
山
口
英
彰

長
官
に
提
出
し
た
。

要
望
書
で
は
、
日
本
の
排

他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）

内
で
の
外
国
漁
船
の
違
法
操

業
の
排
除
・
取
り
締
ま
り
の

徹
底
や
、
北
太
平
洋
漁
業
委

員
会
（
Ｎ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
）
で
引
き

続
き
ス
ル
メ
イ
カ
資
源
保
護

に
つ
い
て
協
議
し
、
国
際
的

な
管
理
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
、
資
金
繰
り
に
苦
慮
す
る

漁
業
者
へ
の
融
資
に
つ
い
て

柔
軟
な
対
応
を
行
う
よ
う
関

係
機
関
に
働
き
掛
け
を
行
う

こ
と
、
漁
業
共
済
強
度
資
源

管
理
タ
イ
プ
の
導
入
な
ら
び

に
魚
種
転
換
や
兼
業
へ
の
着

業
支
援
を
行
う
こ
と
な
ど
を

求
め
た
。

大
久
保
会
長
は
外
国
漁
船

に
対
す
る
懸
念
な
ど
を
表
明

し
、「
ス
ル
メ
イ
カ
の
国
際
的

な
資
源
管
理
を
お
願
い
し
た

い
」
と
要
望
。
山
口
長
官
は

「
ス
ル
メ
イ
カ
資
源
は
減
少

し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
漁

獲
地
域
が
偏
っ
て
い
る
と
い

う
問
題
も
あ
る
。
資
源
調
査

が
必
要
だ
。
外
国
漁
船
の
違

法
操
業
に
つ
い
て
も
取
り
締

ま
り
を
徹
底
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｆ
Ｃ

で
資
源
管
理
の
協
議
を
進
め

た
い
。
経
営
対
策
の
資
金
の

融
資
に
つ
い
て
も
で
き
る
こ

と
を
行
い
た
い
」と
答
え
た
。

１０
月
２２
日
に
行
わ
れ
た
天

皇
陛
下
の
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
と
、
３１
日
に
行
わ
れ
た

「
饗
宴
の
儀
」
に
、
水
産
関

係
者
か
ら
大
日
本
水
産
会
の

白
須
敏
朗
会
長
、
Ｊ
Ｆ
全
漁

連
の
岸
宏
会
長
、
日
本
漁
船

保
険
組
合
の
三
宅
哲
夫
会

長
、
漁
済
連
の
宮
原
淳
一
会

長
、
Ｊ
Ｆ
共
水
連
の
大
井
誠

治
会
長
、
農
林
漁
業
信
用
基

金
の
今
井
敏
理
事
長
、
水
産

研
究
・
教
育
機
構
の
宮
原
正

典
理
事
長
の
７
人
が
出
席
し

た
。饗

宴
の
儀
は
各
界
代
表
約

５
０
０
人
が
参
列
し
、
皇
居

豊
明
殿
で
行
わ
れ
た
。

当
研
究
所
は
２
０
１
３
年
か

ら
ウ
ス
メ
バ
ル
養
殖
の
技
術
研

究
に
取
り
掛
か
り
、
官
民
の
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
養
殖
魚
「
龍

飛
岬
金
メ
バ
ル
」
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
も
挑
ん
で
い
ま
す
。

ウ
ス
メ
バ
ル
は
青
森
県
が
日

本
一
の
漁
獲
量
を
誇
る
市
場
単

価
が
高
い
高
級
魚
で
、
青
森
県

北
津
軽
郡
中
泊
町
で
は
「
津
軽

海
峡
メ
バ
ル
」
と
し
て
す
で
に

ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
、
新
ご
当
地

グ
ル
メ
「
中
泊
メ
バ
ル
膳
」
と

し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
水
深
８０
〜
１
５
０
�

の
深
い
岩
礁
域
に
生
息
し
、
漁

獲
時
に
水
圧
差
に
よ
っ
て
胃
袋

が
反
転
す
る
た
め
、
生
き
た
状

態
で
出
荷
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
養
殖
に
成

功
す
れ
ば
、
料
亭
の
水
槽
で
泳

い
で
い
る
ウ
ス
メ
バ
ル
を
そ
の

場
で
捌
い
て
刺
身
で
食
べ
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。

ウ
ス
メ
バ
ル
は
１２
度
Ｃ
前
後

の
水
温
を
好
み
、
暑
い
の
も
寒

い
の
も
苦
手
で
、
国
内
で
養
殖

さ
れ
た
事
例
は
な
く
養
殖
で
き

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
ウ
ス
メ
バ
ル
の
養
殖
に

適
し
た
場
所
が
津
軽
海
峡
の
龍

飛
岬
に
位
置
す
る
龍
飛
養
殖
生

産
組
合
で
す
。
龍
飛
養
殖
生
産

組
合
は
民
間
の
養
殖
業
者
で
あ

り
、
施
設
の
下
を
青
函
ト
ン
ネ

ル
が
通
っ
て
い
ま
す
。

養
殖
場
で
の
飼
育
水
は
、
青

函
ト
ン
ネ
ル
か
ら
得
ら
れ
る
毎

時
９
�
の
湧
水
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
年
間
を
通
じ
１２
〜
２２
度

Ｃ
の
安
定
し
た
水
温
の
海
水
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

研
究
所
で
は
、
５
月
か
ら
６

月
に
流
れ
藻
に
付
随
し
て
陸
奥

湾
に
入
っ
て
く
る
全
長
４
�
程

の
天
然
の
稚
魚
を
採
取
す
る
こ

と
で
、
手
間
を
か
け
ず
に
種
苗

を
入
手
す
る
技
術
を
開
発
し
ま

し
た
。
現
在
は
、
浮
球
に
ア
カ

モ
ク
な
ど
の
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
を

取
り
付
け
た
ト
ラ
ッ
プ
を
陸
奥

湾
に
設
置
し
、
大
き
な
タ
モ
で

ウ
ス
メ
バ
ル
の
稚
魚
を
採
取

し
、
研
究
所
で
１
年
か
け
て
全

長
１０
�
ま
で
中
間
育
成
し
、
龍

飛
養
殖
生
産
組
合
が
そ
の
種
苗

を
養
殖
し
て
い
ま
す
。

当
初
の
目
標
サ
イ
ズ
は
体
重

２
０
０
〜
４
０
０
�
で
し
た

が
、
試
験
出
荷
し
た
と
こ
ろ
、

さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
活
用
で
き

る
サ
イ
ズ
は
１
８
０
�
サ
イ
ズ

だ
と
分
か
り
、
現
在
は
生
産
コ

ス
ト
も
低
く
抑
え
ら
れ
る
た

め
、
出
荷
目
標
サ
イ
ズ
を
１
８

０
�
と
し
て
い
ま
す
。

生
産
組
合
で
１
年
が
過
ぎ
た

夏
ご
ろ
に
斃
（
へ
い
）
死
が
起

こ
り
ま
し
た
。
魚
病
検
査
で
白

内
障
と
診
断
さ
れ
、寒
冷
紗（
し

ゃ
）
で
水
槽
の
周
り
を
囲
い
遮

光
す
る
こ
と
で
斃
死
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、

遮
光
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
薄
か

っ
た
ウ
ス
メ
バ
ル
の
赤
い
体
色

が
濃
く
な
る
と
い
う
副
次
効
果

も
得
ら
れ
ま
し
た
。
養
殖
し
た

ウ
ス
メ
バ
ル
の
体
色
は
天
然
物

と
異
な
り
、
赤
と
い
う
よ
り
金

色
に
見
え
る
た
め
、
龍
飛
養
殖

生
産
組
合
、
外
ヶ
浜
町
お
よ
び

当
研
究
所
が
所
属
す
る
青
森
産

業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
げ

た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
「
龍
飛

岬
金
メ
バ
ル
」
と
命
名
し
ま
し

た
。現

在
、
こ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
で
の
試
験
出
荷
は
４
年
目
を

迎
え
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
老
舗

料
亭
、
ホ
テ
ル
、
居
酒
屋
な
ど

か
ら
の
注
文
が
増
加
し
、
１８
年

の
出
荷
尾
数
は
４
０
０
尾
で
し

た
。調
理
師
や
消
費
者
か
ら
は
、

「
魚
が
苦
手
だ
け
れ
ど
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
た
」「
生
臭
さ
が
な

い
」「
あ
ま
り
期
待
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
食
べ
て
み
て
脂
の
乗

り
が
よ
く
あ
っ
さ
り
し
て
い
る

と
感
じ
た
」
な
ど
の
高
評
価
を

得
て
い
ま
す
。
養
殖
ウ
ス
メ
バ

ル
を
見
掛
け
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。
（
つ
づ
く
�
次

回
は
８
日
付
に
掲
載
）

島
根
県
の
宍
道
湖
で
ウ
ナ

ギ
や
ワ
カ
サ
ギ
の
漁
獲
量
が

激
減
し
た
の
は
、
１
９
９
３

年
か
ら
農
薬
と
し
て
使
わ
れ

た
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
殺

虫
剤
が
原
因
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
が
、
産
業
技
術

総
合
研
究
所
（
茨
城
県
つ
く

ば
市
）
や
東
京
大
学
な
ど
の

研
究
で
分
か
っ
た
。
餌
と
な

る
水
生
昆
虫
を
死
滅
さ
せ
た

た
め
と
い
う
。
論
文
は
１
日

付
の
米
科
学
誌
サ
イ
エ
ン
ス

に
掲
載
さ
れ
た
。

宍
道
湖
の
ウ
ナ
ギ
は
、
８０

年
代
に
は
年
間
５０
〜
６０
�
の

漁
獲
量
が
あ
っ
た
が
、
近
隣

の
水
田
な
ど
で
ネ
オ
ニ
コ
チ

ノ
イ
ド
系
殺
虫
剤
が
使
わ
れ

始
め
た
９３
年
を
境
に
激
減
。

ワ
カ
サ
ギ
も
ほ
と
ん
ど
獲
れ

な
く
な
っ
た
。

産
総
研
の
山
室
真
澄
・
特

定
フ
ェ
ロ
ー
ら
は
１
９
８
２

〜
２
０
１
６
年
、
宍
道
湖
の

水
生
昆
虫
な
ど
の
生
息
数
を

調
査
。
１
９
９
３
年
以
降
、

ミ
ジ
ン
コ
類
が
激
減
し
、
大

量
発
生
し
て
い
た
オ
オ
ユ
ス

リ
カ
も
出
現
し
な
く
な
っ
て

い
た
。
一
方
、
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
を
食
べ
る
シ
ラ
ウ
オ

は
大
き
く
減
っ
て
お
ら
ず
、

殺
虫
剤
に
よ
る
昆
虫
類
の

減
少
が
、
ウ
ナ
ギ
や
ワ
カ
サ

ギ
に
影
響
し
た
と
推
定
し

た
。ネ

オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
殺

虫
剤
は
昆
虫
の
神
経
系
に
作

用
し
、
人
や
そ
の
他
の
動
物

に
は
安
全
性
が
高
い
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
農
作
物
の
受

粉
を
媒
介
す
る
ミ
ツ
バ
チ
を

全
滅
さ
せ
る
な
ど
の
影
響
が

指
摘
さ
れ
、
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
で
は
使
用
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
。

山
室
氏
は
「
昆
虫
に
し
か

効
か
な
い
と
し
て
も
、
水
生

昆
虫
は
重
要
な
餌
で
あ
り
、

魚
や
鳥
へ
の
影
響
は
大
き

い
」
と
指
摘
し
た
。

研
究
チ
ー
ム
に
は
、
島
根

県
保
健
環
境
科
学
研
究
所
、

名
古
屋
市
環
境
科
学
調
査
セ

ン
タ
ー
、
千
葉
工
業
大
が
参

加
し
て
い
る
。

三
菱
食
品
は
１
日
、
２
０

２
０
年
３
月
期
第
２
・
四
半

期
連
結
決
算
会
見
を
行
っ

た
。
森
山
透
社
長
は
、「
期
首

よ
り
若
干
苦
戦
気
味
の
内
容

と
な
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
通
じ
、
再

成
長
に
向
け
推

進
し
て
い
き
た

い
」と
述
べ
た
。

売
上
高
は
１
兆
３
５
１
２

億
８
０
０
０
万
円
（
前
年
同

期
比
２
・
５
％
増
）、営
業
利

益
は
物
流
コ
ス
ト
を
含
む
販

管
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
５０

億
９
８
０
０
万
円
（
３０
・
０

％
減
）、経
常
利
益
５８
億
１
１

０
０
万
円
（
２９
・
７
％
減
）、

四
半
期
純
利
益
５２
億
２
７
０

０
万
円
（
４
・
２
％
減
）
で

増
収
減
益
。

セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
加

工
食
品
事
業
は
売
上
高
４
０

２
３
億
８
４
０
０
万
円
（
０

・
７
％
増
）、営
業
利
益
４
億

２
９
０
０
万
円
（
６２
・
５
％

減
）。コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
と
の

取
引
が
伸
長
し
た
こ
と
や
嗜

（
し
）
好
品
な
ど
が
好
調
だ

っ
た
こ
と
か
ら
増
収
。
利
益

面
は
物
流
コ
ス
ト
を
含
む
販

管
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
前

年
同
期
を
下
回
っ
た
。

低
温
食
品
事
業
は
売
上
高

５
４
３
３
億
５
５
０
０
万
円

（
１
・
０
％
増
）、営
業
利
益

３３
億
２
６
０
０
万
円
（
２９
・

４
％
減
）。市
販
用
冷
食
が
好

調
だ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
増

収
。
利
益
面
は
物
流
コ
ス
ト

を
含
む
販
管
費
の
増
加
な
ど

に
よ
り
前
年
同
期
を
下
回
っ

た
。「

経
営
方
針
２
０
２
０
」

の
進
捗
（
ち
ょ
く
）
状
況
で

は
、
１９
年
度
に
事
業
構
造
の

進
化
を
テ
ー
マ
に
卸
事
業
の

磨
き
込
み
と
事
業
領
域
の
拡

大
を
図
っ
て
き
た
。
卸
事
業

の
磨
き
込
み
と
し
て
は
営
業

・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
）
の

連
携
強
化
や
物
流
戦
略
の
実

行
ス
ピ
ー
ド
の
向
上
、
フ
ル

ラ
イ
ン
体
制
の
進
化
を
図

り
、
新
た
な
事
業
領
域
の
拡

大
に
お
い
て
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
開
発
、
販
売
強
化
や

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
海
外
事

業
、
原
料
資
材
取
引
の
拡
大

を
図
っ
て
き
た
。

２０
年
に
向
け
て
は
、
今
年

の
総
合
展
示
会
「
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
フ
ェ
ア
」
を
５
年
ぶ
り

に
一
新
し
、
小
売
業
と
の
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
設
置
と
販

促
企
画
を
推
進
し
た
。

森
山
社
長
は
「
来
年
５
月

の
本
社
移
転
を
機
に
新
た
な

働
き
方
や
新
た
な
三
菱
食
品

に
シ
フ
ト
す
る
。
そ
し
て
さ

ら
な
る
『
よ
り
よ
い
』
の
積

み
重
ね
を
し
て
日
本
の
食
を

支
え
る
」
と
し
た
。

【
大
阪
】
伊
藤
忠
食
品
�

（
岡
本
均
社
長
）
は
１０
月
３１

日
、
２
０
２
０
年
３
月
期
第

２
・
四
半
期
連
結
決
算
を
発

表
し
た
。

売
上
高
は
３
３
９
２
億
６

０
０
万
円
（
前
年
同
期
比
１

・
８
％
減
）、営
業
利
益
１４
億

円
（
１４
・
９
％
減
）、経
常
利

益
１９
億
２
３
０
０
万
円
（
７

・
０
％
減
）、四
半
期
純
利
益

１３
億
２
０
０
万
円
（
７
・
０

％
減
）
の
減
収
減
益
と
な
っ

た
。売

上
高
は
組
織
小
売
業
と

の
取
引
深
耕
や
消
費
増
税
前

の
駆
け
込
み
需
要
な
ど
に
よ

る
取
引
増
加
は
あ
っ
た
が
、

夏
場
の
天
候
不
順
に
よ
る
ビ

ー
ル
・
嗜
（
し
）
好
飲
料
の

売
れ
行
き
不
振
な
ど
で
減

収
。
利
益
面
は
、
販
管
費
の

削
減
な
ど
改
善
し
た
が
、
売

上
総
利
益
の
減
少
が
影
響
し

減
益
と
な
っ
た
。

大
阪
本
社
で
１１
月
１
日
に

会
見
し
た
岡
本
社
長
は
、「
４

〜
６
月
の
出
遅
れ
が
大
き
く

響
い
た
。
７
〜
９
月
は
冷
夏

は
あ
っ
た
が
売
り
上
げ
、
利

益
と
も
前
年
同
期
を
上
回
っ

た
。
１０
〜
１２
月
は
消
費
増
税

の
駆
け
込
み
需
要
反
動
も
懸

念
さ
れ
る
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
還
元
な
ど
消
費
下
支
え

の
施
策
も
あ
り
前
年
を
上
回

る
見
込
み
。
ビ
ジ
ネ
ス
が
劇

的
に
変
化
す
る
中
で
生
産
・

配
送
・
販
売
が
一
緒
に
な
っ

て
消
費
者
に
価
値
を
届
け
て

い
く
」
と
話
し
た
。

さ
ら
に
、
消
費
増
税
の
事

業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は

「
酒
類
な
ど
一
部
駆
け
込
み

需
要
は
あ
っ
た
が
、
年
内
に

は（
消
費
が
進
み
特
需
分
は
）

消
化
さ
れ
（
前
年
並
み
に
回

復
す
）
る
と
思
う
」
と
述
べ

た
。

会
見
す
る
森
山

社
長

【
大
阪
】
積
水
化
成
品
工

業
（
柏
原
正
人
社
長
）
は
１０

月
３１
日
、
２
０
２
０
年
３
月

期
第
２
・
四
半
期
連
結
決
算

を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
前
期
に

買
収
し
た
企
業
の
１９
年
１
〜

６
月
の
６
か
月
間
の
業
績
が

加
わ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
売
上
高
は
６
９
９
億
５

６
０
０
万
円
（
前
年
同
期
比

２８
・
２
％
増
）、営
業
利
益
が

２０
億
５
７
０
０
万
円
（
７
・

２
％
増
）、経
常
利
益
が
１７
億

８
０
０
０
万
円
（
８
・
６
％

減
）、四
半
期
純
利
益
が
１１
億

８
７
０
０
万
円
（
９
・
７
％

減
）
で
あ
っ
た
。

セ
グ
メ
ン
ト
別
で
み
る

と
、
食
品
容
器
・
建
材
関
連

な
ど
の
生
活
分
野
は
、
売
上

高
２
８
９
億
８
２
０
０
万
円

（
６
・
８
％
減
）、セ
グ
メ
ン

ト
利
益
１５
億
５
６
０
０
万
円

（
２８
・
７
％
増
）と
な
っ
た
。

水
産
関
連
は
、
漁
獲
量
の
減

少
に
よ
り
需
要
低
迷
が
続
い

た
。ま

た
自
動
車
、
家
電
、
Ｉ

Ｔ
関
連
な
ど
の
工
業
分
野
は

売
上
高
４
０
９
億
７
４
０
０

万
円
（
７４
・
５
％
増
）、セ
グ

メ
ン
ト
利
益
８
億
６
６
０
０

万
円
（
２１
・
４
％
減
）
で
あ

っ
た
。

【
札
幌
】
北
海
道
発
明
協

会
は
１０
月
２９
日
、
２
０
１
９

年
度
北
海
道
地
方
発
明
表
彰

の
表
彰
式
を
帯
広
市
内
で
行

っ
た
。
水
産
関
係
受
賞
者
は

次
の
通
り
（
�
応
募
名
�
発

明
者
）。

▽
特
許
庁
長
官
賞
�
�
省

エ
ネ
性
能
向
上
の
格
納
式
ス

ラ
ス
タ
ー
付
船
舶
�
運
上
賢

逸
氏（
運
上
船
舶
工
業
社
長
）

▽
日
本
弁
理
士
会
会
長
賞
�

�
寄
生
虫
に
強
い
サ
ケ
を
育

て
る
ハ
ー
ブ
添
加
飼
料
�
水

野
伸
也
氏
（
道
総
研
さ
け
ま

す
・
内
水
面
水
産
試
験
場
内

水
面
資
源
部
魚
病
防
疫
グ
ル

ー
プ
研
究
主
幹
）
ほ
か
４
人

▽
北
海
道
知
事
賞
�
�
幼
体

移
植
式
藻
場
造
成
法
�
川
越

力
氏
（
共
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト

海
藻
技
術
研
究
所
主
任
研
究

員
）
ほ
か
４
人

神
奈
川
大
学
生
涯
学
習
講

座
は
２９
日
、
「
ム
ス
リ
ム
・

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
へ
の
食
事
の

提
供
に
つ
い

て
」
を
開
催

す
る
。
宮
城

女
子
学
院
大

学
の
石
原
慎

士
教
授
（
前

・
石
巻
専
修
大
学
教
授
）が
、

開
発
に
携
わ
っ
た
「
サ
バ
だ

し
ラ
ー
メ
ン
」
な
ど
、
産
学

異
業
種
連
携
の
取
り
組
み
を

講
演
す
る
ほ
か
、
サ
バ
だ
し

ラ
ー
メ
ン
の
ム
ス
リ
ム
フ
レ

ン
ド
リ
ー
版
（
非
ム
ス
リ
ム

の
国
の
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ

ン
施
設
で
実
施
可
能
な
基

準
）
の
試
食
提
供
も
行
う
。

午
後
１
時
開
会
。
会
場
は

み
な
と
み
ら
い
の
ク
イ
ー
ン

ズ
タ
ワ
ー
Ａ
１４
階
で
、
受
講

料
は
一
般
が
３
０
０
０
円
、

神
奈
川
大
学
の

学
生
や
卒
業
生

お
よ
び
協
議
会

加
盟
大
学
は
無

料
。
神
奈
川
大

学
み
な
と
み
ら

い
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
Ｋ
Ｕ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ

ア
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
む
。
１５
日
ま
で
。

配分増減の理由など

親魚資源量の指標算出に必要
なデータ収集のため上乗せ配
分

直近４年間の最大実績まで配分。
混獲管理分として、近年実績が
ない瀬戸内海等の都道府県を除
く５０�未満の配分量の都道府県
に対し、一律５�を上乗せ配分

第５管理期間
当初数量（�）

１,５００.０

６２.０

４４.０

１,９０２.０

２４９.０
３,０６３.２

３６２.６

９.４

１,５７１.０

１２５.８

第６管理期間
数量（�）

１,５００.０

６２.０

４４.０

１,８０５.４

３４５.６
３,０６３.２

４４５.７
※１～３月９０.０�
４～６月３２５.１�
７～１２月３０.６�

９.４

１,８１７.３

９６.４

指定漁業などの種類

大中型まき網漁業
近海かつお・まぐろ漁業及び
遠洋かつお・まぐろ漁業
東シナ海等かじき等流し網漁
業及びかじき等流し網漁業

※都道府県別配分は別表

水産庁留保枠
大中型まき網漁業

近海かつお・まぐろ漁業及び
遠洋かつお・まぐろ漁業

東シナ海等かじき等流し網漁
業及びかじき等流し網漁業

※都道府県別配分は別表

水産庁留保枠

沖合漁業（大臣管理漁業）
２０２０年１月１日～１２月３１日

沿岸漁業（知事管理漁業）
２０２０年４月１日～２１年３月３１日

沖合漁業（大臣管理漁業）
２０２０年１月１日～１２月３１日

沿岸漁業（知事管理漁業）
２０２０年４月１日～２１年３月３１日

サイズ別漁獲枠
カッコ内は第５管理期間当初

３,７５７�
（３,７５７�）

５,４３２�
（５,１３２�）

全体枠

９,１８９�
（８,８８９�）

小型魚
（３０�未満）

大型魚
（３０�以上）

大型魚

第５管理
期間当初

２９１.３
４６０.８
４８.３
２０.５
２８.５
９.６
１.０
６.０
２２.７
１４.５
６.１
８８.６
１４.０
３８.０
１７.９
１１.８
１.０
２６.１
２１.９
１.０
８.７
１４.２
６.０
２３.３
１.０
１.０
２３.０
８.２
１.０
６.０
１５.４
７.２
６.０

１５８.３
６.０
６.３
１４.６
８.０

１２７.２
１,５７１.０

第６管理
期間

３１４.９
４６７.９
７３.２
２７.３
３５.８
１０.０
１.０
６.１
４２.６
２１.２
６.２
９５.７
１５.１
４７.２
１８.７
１７.５
１.０
３４.５
２８.７
１.０
９.０
１６.４
６.０
２９.８
１.０
１.０
２８.８
９.４
１.０
６.０
１６.５
１２.６
７.９

１６７.２
６.４
６.４
２４.７
９.０

１９２.６
１,８１７.３

小型魚

第５管理
期間当初

１１.３
２９８.９
５９.２
５９.４
２１.５
１０.３
８.３
１９.８
５１.５
９.９
３５.４
５５.６
９５.１
８５.１
１９.７
２６.３
０.１
２５.９
１７.４
０.１
２.２
２３.６
１.９
７９.０
０.１
０.１
８７.０
８.０
０.１
９.４
６５.５
７.０
０.９

６８８.８
１.４
０.７
１３.４
２.０
０.１

１,９０２.０

第６管理
期間

１１.３
２５６.３
６８.５
５２.９
２１.５
８.７
７.９
１８.９
５１.５
９.６
３２.９
５５.５
８６.３
６５.８
１７.５
２４.２
０.１
３４.７
１６.５
０.１
２.３
２３.３
１.７
７８.５
０.１
１.７
８５.２
７.９
０.１
７.３
６５.６
７.１
０.９

６５７.１
３.５
０.７
１２.０
９.６
０.１

１,８０５.４

都道府県名

北海道
青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
茨城県
千葉県
東京都
神奈川県
新潟県
富山県
石川県
福井県
静岡県
愛知県
三重県
京都府
大阪府
兵庫県
和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県
計

２

三
菱
食
品
、増
収
減
益

小
型
イ
カ
釣
り
の
経
営
安
定
を

小
型
イ
カ
釣
り
の
経
営
安
定
を

サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ
ン

ハ
ラ
ル
市
場
に
参
入

サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ
ン

ハ
ラ
ル
市
場
に
参
入

森
山
社
長�
再
成
長
に
向
け
施
策�

Ｊ
Ｆ
全
い
か
協

不
漁
、外
国
漁
船
で
苦
境

２０１９（令和元）年１１月６日（水曜日）

２０
年
３
月
期
第
２
・
四
半
期
決
算

神
奈
川
大
学
、２９
日
に
講
演

山
口
長
官
に
要
望

宍
道
湖
ウ
ナ
ギ
激
減

殺
虫
剤
が
原
因
か

（１面参照）

餌
の
水
生
昆
虫
死
滅
で

産

総

研

な

ど

山口長官（�から３人目）に要望書を
提出する大久保会長（その�）ら

伊
藤
忠
食
品
、減
収
減
益

太平洋クロマグロ第６管理期間漁獲枠配分（案）

夏
場
の
天
候
不
順
な
ど
響
く

水産業界
か ら

白
須
会
長
ら
７
人
が
出
席

積
水
化
成
品
工
業
、売
上
増

即
位
礼
正
殿
の
儀
、饗
宴
の
儀

水
産
関
連
は
需
要
低
迷

活
出
荷
が
可
能
な「
龍
飛
岬
金
メ
バ
ル
」

「
龍
飛
岬
金
メ
バ
ル
」
の
刺
身

青
森
産
技

２

編

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

水
産
総
合
研
究
所
資
源
増
殖
部
長

吉

田

雅

範
氏

運
上
船
舶
工
業
に

特
許
庁
長
官
賞

北
海
道
地
方
発
明
表
彰

青
函
ト
ン
ネ
ル
の
湧
水
活
用

青
函
ト
ン
ネ
ル
の
湧
水
活
用

太平洋クロマグロ第６管理期間の都道府県別漁獲枠配分（案）
（１面参照、単位＝トン）

ウ
ス
メ
バ
ル
を
陸
上
養
殖

（第３種郵便物認可）


